
H30やまがた緑環境税活用事業取組実績

1 目　的
やまがた緑環境税の制度や、やまがた緑環境税基金を活用した事業の必要性及び

重要性を啓発する。

2 事業概要
(1)情報誌「mamaid（マーメイド）」にやまがた緑環境税に関する広告を掲載した。

(2)ラジオスポットCMでやまがた緑環境税の広報を行った。

3 成果と課題

【成果】
読者の多くが子育て世代である情報誌「mamaid（マーメイド）」に広告を掲載し、

本税の認知度が低い若年層(20～30代)及び女性への重点的な周知を行い、県内民放
ラジオ局２社でラジオCMを放送し、広く県民に対して広報を行うことができた。

【課題・対応】
引き続き、本税の認知度向上に向けて、認知度の低い若年層(20～30代)及び女性を

主対象として広く県民への広報に取り組んでいく必要がある。

項　目

事業名

豊かなみどりを守り育む意識の醸成

千円

　放送期間：平成30年８月５日（日）～８月11日（土）［１週間］
　放 送 局：県内民放ラジオ局　２社　（YBC・FM山形）
　放送回数：各社25本　計50本
　放送時間帯：通勤時間帯が中心　１本あたり20秒程度

3-5ＮＯ

やまがた緑環境税広報啓発事業

総務部税政課担当部局課

　
  広告掲載誌：mamaid（マーメイド）（株式会社アサヒマーケティング 発行）
　広告掲載号：2018年10月号（平成30年９月20日発行）
  広告スペース：裏表紙（縦267㎜×横200㎜）
　発行部数：50,000部

789決算額
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やまがた緑環境税広報啓発事業 

 

(1) やまがた緑環境税について、読者の多くが子育て世代である情報誌「mamaid（マーメイド）」

に広告を掲載し、本税の認知度の低い若年層(20～30代)及び女性を主対象として県民に周知を

行った。（2018年10月号（平成30年９月20日発行）に掲載） 

 

(2) やまがた緑環境税について、認知度の向上及び本税の目的とする森林の保全等の事業の効果

的な推進を図るため、ラジオスポットの企画、制作及び放送を行った。（平成30年８月５日～

11日の１週間） 

【参考】「mamaid（マーメイド）」広告原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまがた緑環境税を活用した取組み 
【平成 30 年度やまがた緑環境税広報啓発事業の取組事例】 

 



H30やまがた緑環境税活用事業取組実績 

1 目　的

やまがた緑環境税を活用する施策を適正かつ効果的に進めるため、次の業務を

担う外部委員の第三者機関として設置。

(1)　基金充当事業の効果についての評価、検証

(2)　施策等の制度・仕組みの点検、見直しに関する協議

(3)　新たな森づくりの普及啓発の推進　　　など

　また、国の森林環境譲与税の創設に伴う影響と課題の整理を行い、やまがた緑

環境税制度全般の点検等を実施する。

2 事業概要

(1)　森林環境譲与税とやまがた緑環境税の使途等の整理・検討ワーキンググループ

　会議の開催（第１回：6月28日、第２回：8月10日）

○第１回：6月28日

・森林環境譲与税とやまがた緑環境税の使途等の課題の整理

○第２回：8月10日

・ハード事業：整備する森林への導入事業の判断方法や判断基準

・ソフト事業：やまがた緑環境税を継続して実施する考え方

(2)　平成29年度税活用事業実績集の県ホームページへの掲載（12月）

(3)　やまがた緑県民会議のあり方の検討（５月～３月）

県内部における部局間調整等を随時実施

3 成果と課題

【成果】

・ワーキンググループを開催し、県民会議で森林環境譲与税創設の課題の

　検討を行うための論点整理等を行った。

・税事業実績について県ホームページに掲載した。

【課題・対応】

・引き続き、税事業に係る評価検証の内容の透明性を確保していくうえで、

　ホームページ上で情報公開していくほか、事業効果や目標の達成状況などに

　ついて、多様な広報媒体を通じて情報発信し、県民の理解向上を図っていく。

項　目

事業費

事業名

豊かなみどりを守り育む意識の醸成 3-6ＮＯ

やまがた緑県民会議

環境エネルギー部　みどり自然課担当部局課千円161
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